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JCOPE2 である。JCDAS は水平解像度 1.25 度の
モデル面 40 層のデータ、JCOPE2 は、水平解像度




月 24 日〜26 日まで 4hPa 毎の等圧線が閉じた高気
圧として確認できたが、梅雨期には、ほぼ毎年数回
ほど現れるものである。 






ために 4 日の移動平均を施した。 






層水温が 2006 年は 2009 年に比べて 1 度ほど低か
ったことに起因すると考えられる。 


























図２  2006 年(上段)と 2009 年(下段)の 5 月 1 日か
ら 7 月 31 日において東経 122〜125 度で平均した
海面気圧偏差(陰影)、850hPa 温位(実線)、 水深
0-50m 平均水温(破線)の緯度時間断面。 
